
月

日(

金)

、
道
教

11

16

委
佐
藤
教
育
長
と
の
交
渉

が
行
わ
れ
、
最
終
回
答
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
回

答
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

人
事
委
員
会
勧
告
の
取

扱
い
は
、
月
例
給
・
一
時

金(

ボ
ー
ナ
ス)

と
も
に
５

年
連
続
の
引
き
上
げ
回
答

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

２
回
に
渡
る
交
渉
を
重
ね
、

全
道
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
現

場
教
職
員
の
署
名
を
提
出
、

そ
の
声
が
反
映
さ
れ
た
結

果
で
す
。
な
お
、
管
理
職

に
実
施
さ
れ
て
き
た
道
独
自
の
削
減

に
つ
い
て
、
今
年
度
を
も
っ
て
廃
止

す
る
こ
と
も
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
実

に

年
間(

一
般
職
に
つ
い
て
は

年

20

17

間)

に
も
及
ぶ
異
例
異
常
な
措
置
で
し

た
。
道
教
委
自
身
「
道
職
員
・
教
職

員
の
賃
金
が
（
削
減
の
理
由
と
さ
れ

た
）
道
財
政
悪
化
の
要
因
で
は
な
い
」

最
終
交
渉
の
席
上
、
教
育
長
は
「
プ

ラ
ン
の
改
善
や
新
た
な
取
組
を
検
討

し
、
働
き
方
改
革
が
着
実
に
進
む
よ

う
、
よ
り
一
層
、
様
々
な
取
り
組
み

に
努
め
る
」
と
述
べ
、
超
勤
解
消
に

向
け
た
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

す
で
に
「
北
海
道
ア
ク
シ
ョ
ン
・

プ
ラ
ン
」
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
が
、
学
校
現
場
の
超
過
勤
務

は
、
業
務
改
善
や
意
識
改
革
だ
け
で

解
決
で
き
る
状
況
に
あ
り
ま
せ
ん
。

少
人
数
学
級
の
実
現
を
含
め
た
定
数

改
善
、
授
業
時
数
の
上
限
設
定
、
部

活
動
指
導
の
負
担
軽
減
な
ど
、
業
務

量
を
減
ら
し
教
職
員
を
増
や
す
こ
と

に
加
え
、
給
特
法
の
改
正
な
ど
抜
本

的
な
改
善
が
必
要
で
す
。

そ
も
そ
も
現
行
の
教
員
定
数
は
、

標
準
法
制
定
時(

１
９
５
８
年)

に
、

小
学
校
教
員
１
人
あ
た
り
「
１
日
４

コ
マ
、
週

コ
マ
」
と
し
、
そ
の
根

24

拠
を
「
１
日
８
時
間
勤
務
の
う
ち
、

４
時
間
を
正
規
の
教
科
指
導
、
残
り

４
時
間
を
指
導
の
た
め
の
準
備
整
理

等
に
充
当
」
す
る
考
え
方
に
置
き
ま

と
言
明
し
て
き
た
こ
と
か
ら
も
、
独

自
削
減
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
厳
し

く
検
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
な
り
ま
せ

ん
。月

例
給
・
一
時
金
の
プ
ラ
ス
回
答

は
そ
れ
自
体
「
前
進
」
と
し
て
受
け

止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
物

価
上
昇
や
現
給
保
障(

制
度
改
定
に
よ

る
給
料
減
額
の
不
利
益
を
緩
和
す
る

た
め
の
経
過
措
置)

が
廃
止
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
改
定
で
は
生

活
は
改
善
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一

し
た(

文
部
省
財
務
課
＝
当
時)

。
こ

の
算
定
は
当
然
、
中
学
校
に
も
当
て

は
め
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
そ
の
後
、
学
校
週
５
日
制

に
な
っ
て
も
、
指
導
要
領
改
訂
で
授

業
時
数
が
増
え
て
も
、
見
合
っ
た
定

数
増
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
今
日
に
至

っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
全
国
学
力

テ
ス
ト
な
ど
評
価
主
義
を
背
景
と
し

た
施
策
で
圧
迫
感
が
覆
う
学
校
現
場

の
問
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

不
登
校
や
い
じ
め
問
題
な
ど
子
ど

も
や
保
護
者
に
じ
っ
く
り
向
き
合
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
が
進
行
し

て
い
ま
す
。
教
職
員
が
本
来
業
務
に

専
念
で
き
る
実
効
あ
る
と
り
く
み
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
さ
し
あ
た
り
、
40

人
定
数
学
級
の
少
人
数
化
や
教
職
員

定
数
の
改
善
が
急
務
で
す
。

教
職
員
の
人
間
ら
し
い
働
き
方
が

あ
っ
て
こ
そ
、
子
ど
も
と
深
く
関
わ

れ
る
温
か
な
教
育
が
実
現
さ
れ
ま
す
。

ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
と
人
間
ら
し
い

働
き
方
は
不
離
一
体
、
引
き
続
き
声

を
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

時
金
の
０
・

月
引
き
上
げ
に
つ
い

05

て
も
、
そ
れ
が
勤
勉
手
当
に
配
分
さ

れ
る
こ
と
は
重
大
で
す
。
勤
勉
手
当

は
人
事
評
価
制
度
の
活
用
に
よ
っ
て

格
差
が
生
じ
る
手
当
だ
か
ら
で
す
。

「
成
果
主
義
」
の
拡
大
と
な
り
、
教

育
の
場
で
の
教
職
員
の
協
力
共
同
を

削
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

年
間
に
も
及
ん
だ
独
自
削
減
の

17
損
失
の
回
復
を
果
た
す
た
め
に
も
、

全
て
の
教
職
員
の
賃
金
水
準
向
上
が

め
ざ
さ
れ
る
べ
き
で
す
。
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賃金確定交渉交渉結果(教育長回答)のポイント

1． 給料改定（賃金引き上げ）については、人事委員会どおり実施する。

1) 月例給を628円(0.17%)引き上げる。給料表を行政職給料表の場合、初任

給を1,500円、若年層1,000円程度、その他400円を基本に引き上げる。

2) ボーナスは0.05月引き上げ、4.45月(現在4.40月)とする。再任用も0.05

月引き上げ、2.35月とする。引き上げ分は勤勉手当に配分する。

3) 上記1)2)は2018(Ｈ30)年4月に遡り支給する。給与改定の実施について

は、給与法の改正の措置をもって行う。差額は平成31年1月に支給する。

4) 道独自削減(管理職)については、本年度で廃止する。

２． 宿日直手当は、７,４００円に増額する。(2018年４月に遡り支給)

1) 学校の寄宿舎における宿直、又は日直の勤務等について7,400円(現在

7,200円)、半日勤務から引き続く場合は、11,100円(現在10,800円)に引き上

げる。

３． 超勤解消に向け「アクション・プラン」の改善、新たな取組を検討する。

1) 教職員の負担が少なく、勤務態様に合った勤務時間の把握システムの構

築に努める。

2) 働き方改革が着実に進むよう、より一層、様々な取組に努める。

４． 親族間契約における住居手当の見直しは、経過措置を設け次年度から実施

する。

５
年
連
続
の
プ
ラ
ス
回
答
、で
も･･･

教育長交渉に臨む交渉団＝11月16日道庁別館

「
働
き
方
改
革
着
実
に
」（
教
育
長
回
答
）

安
心
・
や
り
が
い
あ
る
環
境
整
備
を

中
学
１
年
を
担
任
、
授
業
は
週

時
間

21

持
っ
て
お
り
、
生
徒
の
実
態
に
あ
っ
た
も
の

に
す
る
た
め
、
毎
回
教
材
を
探
し
、
指
導

案
を
作
り
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
の
様
子

を
知
ら
せ
た
い
と
、学
級
通
信
を
毎
週
出

し
て
い
る
。
家
庭
学
習
帳
に
は
全
員
に
ひ

と
こ
と
を
書
き
込
む
の
で
、
毎
日
１
時
間

は
か
か
り
、
諸
費
納
入
や
提
出
物
の
確

認
、
事
務
作
業
を
し
て
い
る
と
、
授
業
の

準
備
や
テ
ス
ト
づ
く
り
、学
級
通
信
を
書

く
の
は
ど
う
し
て
も
放
課
後
に
な
っ
て
し

ま
う
。し
か
し
、放
課
後
に
は
生
徒
指
導
、

生
徒
会
の
専
門
委
員
会
や
学
級
協
議

会
、
先
生
た
ち
の
会
議
が
あ
り
、な
か
な

か
そ
の
時
間
も
確
保
で
き
な
い
。
仕
方
な

く
土
曜
日
か
日
曜
日
に
も
毎
週
出
勤
し

仕
事
を
し
て
い
る
。
部
活
動
を
メ
イ
ン
で

持
っ
て
い
る
若
い
先
生
た
ち
は
土
日
も
あ

る
た
め
、い
っ
た
い
い
つ
家
族
と
過
ご
し
て
い

る
の
か
と
思
う
。こ
の
よ
う
な
現
場
の
様

子
や
生
の
声
を
知
っ
て
ほ
し
い
。

交渉で現場の実態を

訴える全胆振教職員

組合書記長・白鳥克

己さん＝11月16日



月

日
に
行
わ
れ
た
中
央
教

11

13

育
審
議
会
「
第

回
学
校
に
お
け

19

る
働
き
方
改
革
特
別
部
会
」
で
文
科

省
は
、
１
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間

制
を
盛
り
込
ん
だ
答
申
骨
子
案
を
示

し
ま
し
た
。
委
員
の
間
か
ら
、
批
判

的
な
意
見
が
噴
出
し
ま
し
た
。

変
形
労
働
時
間
制
は
す
で
に
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
方
公
務
員
に

は
適
用
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
文
科
省
は
部
会
に
「
導
入
し
た

場
合
の
勤
務
時
間
の
イ
メ
ー
ジ
」
を

提
示(

図
１)

。
夏
休
み
な
ど
の
勤
務

時
間
を
短
縮
し
、
そ
の
分
の
勤
務
時

間
を
学
期
中
に
割
り
振
っ
て
年
間
の

総
労
働
時
間
を
調
整
す
る
仕
組
み
で

す
。
図
は
学
期
中
の
勤
務
時
間
を
週

３
日
間
１
時
間
増
や
し
た
場
合
の
イ

メ
ー
ジ
を
表
し
て
い
ま
す
。
労
働
時

間
が
８
時
間
を
超
え
る
と
、
勤
務
時

間
中
に
組
み
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
休
憩
時
間
が

分
に
な
り
、

60

拘
束
さ
れ
る
在
校
時
間
が
実
質
１
時

間

分
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

15
子
育
て
や
介
護
に
あ
た
る
教
員
に
と

っ
て
は
深
刻
で
す
。

部
会
で
は
連
合
の
相
原
康
信
事
務

局
長
が
「
教
員
の
勤
務
時
間
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
結
果
を
参
考
資
料

と
し
て
提
示
、

代
と

代
以
上

20

60

で
７
割
前
後
が
「
介
護
や
子
育
て
中

の
教
員
は
困
る
」
と
回
答
し
て
い
る

実
態
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、

同
委
員
は
、
多
く
の
教
員
が
仕
事
に

働
き
が
い
を
感
じ
て
い
る
一
方
、
自

身
の
状
態
に
つ
い
て
、
７
割
か
ら
９

割
の
教
員
が
「
苛
立
ち
」
や
「
疲
れ
」

を
抱
え
て
い
る
デ
ー
タ
も
示
し(

図

２)

、
「
導
入
す
る
環
境
に
な
い
」
と

し
て
反
対
を
表
明
し
ま
し
た
。

他
の
委
員
か
ら
も
懸
念
の
声
が
上

が
り
ま
し
た
。
武
蔵
野
市
立
第
五
小

学
校
の
嶋
田
晶
子
校
長
は
、「
１
日
、

１
週
間
の
勤
務
時
間
で
見
て
い
か
な

い
と
先
生
た
ち
は
力
尽
き
て
し
ま

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。
長
期

休
業
中
の
休
暇
確
保
の
困
難

性
、
残
業
時
間
が
認
め
ら
れ

な
い
こ
と
へ
の
手
当
の
必
要

性
な
ど
の
意
見
も
続
出
。
教

職
員
の
適
正
な
配
置
に
つ
い

て
議
論
を
求
め
る
声(

鳴
門
教

育
大
・
佐
古
秀
一
副
学
長)

や
、

担
当
授
業
時
数
の
上
限
設
定

を
求
め
る
声(

学
校
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
妹

尾
昌
俊
氏)
な
ど
も
続
き
ま
し

た
。

日
開
催
の
同
審
議
会
初

19
等
中
等
教
育
分
科
会
で
も
議

論
に
な
り
、
全
国
連
合
小
学

校
長
会
・
種
村
明
頼
会
長
は
、

５
日
制
に
移
行
し
た
際
の
土

曜
日
授
業
が
平
日
に
回
さ
れ
た

こ
と
を
問
題
視
、
過
密
化
し

た
分
を
削
減
す
る
こ
と
こ
そ

前
提
な
の
に
そ
れ
に
触
れ
ず

に
教
員
の
意
識
を
議
論
し
て

い
る
だ
け
で
は
危
機
的
状
況

に
な
る
ば
か
り
と
主
張
し
ま

し
た
。
全
国
高
等
学
校
長
協

会
・
笹
の
ぶ
え
会
長
も
人
材

と
予
算
の
確
保
を
強
く
要
求
、

他
の
委
員
か
ら
も
「
小
学
校

教
員
を
倍
に
。
国
が
お
金
を

出
し
て
人
材
確
保
す
べ
き
」
な

ど
の
意
見
が
相
次

ぎ
ま
し
た
。

一
方
、
文
科
省
は
、
変
形
労
働

時
間
を
主
張
す
る
委
員
に
応
え

「
夏
休
み
に
ま
と
ま
っ
た
休
み

が
と
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
教

員
志
望
者
に
と
っ
て
魅
力
的
」

な
ど
と
述
べ
、
変
形
労
働
時
間

制
導
入
に
拘
泥
す
る
態
度
に
終
始
し

ま
し
た
。

各
種
調
査
で
も
教
職
員
の
増
員
や

業
務
量
の
縮
減
こ
そ
が
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
文

科
省
は
現
場
の
実
態
を
直
視
し
、
必

要
な
予
算
の
確
保
に
こ
そ
尽
力
す
べ

き
で
す
。
道
や
国
に
現
場
の
切
実
な

実
態
と
願
い
を
届
け
る
と
り
く
み
は

い
よ
い
よ
重
要
で
す
。

２０１８年１１月２０日 ひ や ま 第９号

うれしいとき、かなしいとき

にあなたを応援します。

総合共済 月々６００円

さらに退職時には

掛金が

全額戻ります！

●結婚祝金に１０,０００円

●出産祝金で5,０００円

●災害見舞金に１０万円(全壊)

など他にもいろいろ

文
科
省
骨
子
案

中央教育審議会「学校における働き方改革特別部会」

第19回特別部会＝11月13日

「
先
生

「
先
生
たた
ちち
は
力
尽
き
て
し
ま
う

は
力
尽
き
て
し
ま
う
」」
懸
念
噴
出

変
形
労
働
時
間
制

１． 平成31年度学力・学習状況調査中学校英語「話すこと」調査については、設置管理者が各学校のＩＣＴ環境の整

備状況を把握し、各学校の状況を十分踏まえた上で、検討し、設置管理者の判断により学校単位で「話すこと」

調査を実施しないこととすることができる。

２． 「話すこと」調査の実施状況については、調査実施後に文部科学省において確認の上、実施校の全国総数の

みを公表する。

３． 平成31年度全国学力・学習状況調査中学校英語調査の結果については、「聞くこと」「読むこと」「書くこと」

の合計を集計する。また、「話すこと」調査結果については、全国の平均正当数及び平均正答率を別に集計して

「参考値」として公表することとし、都道府県別、指定都市別の公表は行わない。

４． １により「話すこと」調査を実施しなかった学校においても、「話すこと」調査問題及び調査結果を活用した授

業改善が行えるよう、調査実施後すみやかに、調査問題、正答例、問題趣旨及び解答類型を公表する。

全教の要求「2018年概算要求書」から
子どもたちや学校にいっそうの競争と序列化をもたらし、学校教育をゆがめるとともに、膨大な個人情報

を特定の民間企業に扱わせる全国一斉学力テスト実施のための予算を計上せず、学校教育に与えている否

定的な影響を直視し、全国一斉学力テストを中止すること。2019年度から導入を予定している中学校の英
語調査を中止すること。

全国学テ英語「話すこと」調査
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語
「
話
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こ
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査
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判
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設
置
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査
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果
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す
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競
争
と
序
列
化
を
も
た
ら
す
学
力
調
査
を
抜

本
的
に
見
直
す
こ
と
こ
そ
求
め
ら
れ
ま
す
。
テ

ス
ト
の
た
め
に
過
去
問
な
ど
特
別
対
応
を
図
る

学
校
が
増
え
、
子
ど
も
た
ち
の
余
暇
が
失
わ
れ

て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
個
々
の
子
ど
も
の
実

態
に
寄
り
添
い
、
人
間
を
育
む
と
い
う
教
育
の

営
み
に
寄
せ
た
と
り
く
み
が
大
切
で
す
。

少
な
く
と
も
英
語
調
査
に
お
け
る
「
話
す
こ

と
」
調
査
に
つ
い
て
、
実
施
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前
提
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る
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と
に
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ら
な
い
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、
現
場
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実
情
に
即
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た
慎
重
な
配
慮
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
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月 図 １ 文科省イメージ図 ※部会資料をもとに編集

長休期間から学期中週３時間割り振る場合(毎週３日間８時間４５分勤務)

※年間１５日間(例：夏季２週間、冬季３日、春季２日)の学校閉庁日に相当

最近（9月以降）の自身の状態［単一回答形式］
《イライラしている》
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連合・相原事務局長提示の資料を編集
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